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梅雨の合間─校舎玄関を彩るツユクサ

2021 年度　学友会入部届　集計
中１ 中２ 中３

中中学学合合
計計 高１ 高２ 高３

高高校校
合合計計

総総部部
員員数数 中学部長／キャプテン 中学副部長／副キャプテン 中学マネージャー 高校部長／キャプテン 高校副部長／副キャプテン 高校マネージャー

英語部 1 2 0 33 2 3 2 77 1100 高3-1 斉藤大毅 高3-3 河野真之

演劇部 2 0 4 66 0 3 1 44 1100 中3-3　坂本　琉 高3-2 石川貴一

科学部 5 3 5 1133 2 3 3 88 2211 中3-4　高橋　歩 高3-3 嵯峨野渉

写真部 6 1 3 1100 4 11 0 1155 2255 高2-1 金子龍之介 高2-3　池上　創

吹奏楽部 14 8 9 3311 11 13 7 3311 6622 中3-3 鳩岡瑶佑
中3-1 大住光希
中3-3 高橋　駿

高2-1 伊東音弥 
高2-1  山下雄太郎

高2-3 陣内風大

数理研究部 8 8 7 2233 9 9 3 2211 4444 中3-4 神宮司歩 高3-3 林 幸希
高3-2 長谷川眞蔵
高3-3 向殿天晴

生物部 3 1 2 66 1 4 1 66 1122 中3-1 生井陽行 高3-3 平田光佑 高2-2 佐藤竜誓 高2-4 田尾優樹

聖ポーロ会 0 0 0 00 3 2 1 66 66

地歴研究部 3 5 0 88 3 4 6 1133 2211 高3-3 森田幸暉

鉄道研究部 4 3 2 99 3 3 5 1111 2200 高3-1 中山裕太 高3-2 目崎泰成 高2-4 中野遥葵

天文部 2 1 0 33 0 1 2 33 66 高3-1 大西悠月

美術部 3 4 4 1111 4 4 11 1199 3300 高3-1 長峰千拓 高3-3 横山開斗

文芸部 0 1 7 88 5 4 9 1188 2266 高3-4 野口大清

放送研究部 14 5 6 2255 6 2 3 1111 3366 高3-1 三宅拓磨 高3-3 森田幸暉 高3-1 藤井万里

クワイアー 3 3 4 1100 2 0 5 77 1177 （中高一緒に活動） 中3-4 初田全彦 （中高一緒に活動） 高3-1 丹羽隆樹

合計（Ａ） 68 45 53 116666 55 66 59 118800 334466

（アコライト） 0 0 4 44 2 3 1 66 1100 高2-2 後藤　稔

剣道部 3 1 1 55 3 2 0 55 1100 中3-4 佐久間仁 高2-3 菱山紀武

ゴルフ部 2 8 2 1122 5 10 6 2211 3333 高3-1 上村侑輝 高3-4 萱森王恭

サッカー部 16 13 24 5533 17 9 12 3388 9911 中3-2 榎田 順
中3-2 神藤杏吏
中3-1 町田 健

中3-4 中島　遼 高3-3  西澤城太朗
高3-3 松井浩平
高3-4 粟国　輝

高2-3 山田麻陽

山岳スキー部 8 1 1 1100 8 5 2 1155 2255 中3-4 髙橋泰人 高3-2 野口耀大 高3-3 森田幸暉

水泳部 10 9 4 2233 15 7 12 3344 5577 中3-1 浦澤　歩 中3-3 岡本優杜 中3-2 大内玲旺 高3-3 山岸洋太 高3-2 浦澤 仁 高3-4 小石康太郎

卓球部 6 17 22 4455 9 12 6 2277 7722 中3-2 阿部剛登 中3-3 川崎哲弥 中3-1 長副 智 高3-3 小田圭将 高3-2 福元颯太 高3-2 加藤龍之介

庭球部 15 18 13 4466 15 10 9 3344 8800 中3-3 林 陸人 中3-2 金子正人 中3-3 島田晴希 高3-2 淺井信吉 高3-2　室井優佑
高3-4 明星悠大
高3-4 高山 航

バスケットボール部 18 27 20 6655 14 4 9 2277 9922 中3-2 土方小五郎
中3-4 喜多村昴大
中3-4 杉浦耀斗

中3-1 石神 喬
中3-3 貴堂剛生

高3-4 稲垣 薫
高3-2 川本凌大
高3-1 南 雄太

高3-4 高島悠太朗

野球部 11 12 2 2255 21 18 15 5544 7799
中3-1 関口陸太
中3-3 光永 春

高3-1 吉川大輝 高3-2 橋本優輝 高3-1 寺田貴彦

陸上競技部 15 9 14 3388 1 5 9 1155 5533 中3-2 福本陽平
中3-1 山内琢生
中3-3 吉澤清良

中3-3 中村 響 高3-1 川嶋康駿 高3-1 大野寧央 高3-3 島村涼太

釣り同好会 8 2 5 1155 3 0 0 33 1188 高1-3 原田斎紀 高1-4 黒田英士朗 高1-1 赤松  優

合計（Ｂ） 112 117 108 333377 111 82 80 227733 661100    

総計 180 162 161 550033 166 148 139 445533 995566
在籍生徒数 144 148 151 444433 150 142 132 442244 886677

２２００２２11年年度度

※兼部の生徒も含まれます。なお、三役の呼称は、部・会により異なります。

（中高一緒に活動）

学
芸
部

運
動
部

（中高一緒に活動）

（中高一緒に活動）

学学友友会会入入部部届届　　集集計計

（中高一緒に活動）

（中高一緒に活動）

（中高一緒に活動）

（中高一緒に活動）

（中高一緒に活動）

（中高一緒に活動）

（中高一緒に活動）

（中高一緒に活動）

中１ 中２ 中３
中中学学合合

計計 高１ 高２ 高３
高高校校
合合計計

総総部部
員員数数 中学部長 中学副部長 中学マネージャー 高校部長 高校副部長 高校マネージャー

英語部 2 1 3 66 2 0 1 33 99 3-4 神野優紀 1-2 河野真之

演劇部 3 0 3 66 1 3 2 66 1122 3-1  林健太郎 　 3-1 吉田 格

科学部 7 2 3 1122 1 1 1 33 1155 3-3　鈴木海都 3-2 藤田寛興

写真部 3 2 5 1100 0 0 13 1133 2233 3-4  眞嶋実楽 3-1  松尾拓磨 3-4  椎葉　耕

吹奏楽部 9 13 15 3377 8 11 9 2288 6655 3-4  伊東音弥
3-1  田中 智也
3-3  高見澤 佑

2-2  小見山雄次
　2-1  福田一之進

2-3  滝澤圭介

数理研究部 9 10 8 2277 4 8 12 2244 5511 3-1  田村有旦 3-3  角田大司郎
3-2  谷村拓海
3-3  三澤尚輝
3-4  吉田　翼

生物部 3 2 5 1100 1 2 2 55 1155 3-3　田尾優樹 3-3  佐藤悠紀 2-2  岸本宗平 2-4  畠山大哉

聖ポーロ会 0 0 0 00 0 3 3 66 66

地歴研究部 2 6 2 1100 7 4 2 1133 2233 3-2  瀬谷温斗

天文部 0 2 0 22 3 6 0 99 1111 2-2  瀧澤俊哉

美術部 2 1 2 55 10 5 8 2233 2288 3-2  森谷大河 3-2　藤田　修

文芸部 4 2 0 66 6 0 10 1166 2222 3-4  加藤  瑠

放送研究部 14 10 2 2266 6 1 3 1100 3366 3-1  藤崎裕人 2-1 入交恭輔

鉄道研究同好会 3 2 3 88 5 5 2 1122 2200 3-4 眞嶋実楽 3-3 一関瑛貴
2-2 工藤璃玖
2-2 増田夢己

クワイアー 4 1 1 66 4 4 2 1100 1166 3-2  藤田  修 2-1  細谷航平

合計（Ａ） 65 54 52 117711 58 53 70 118811 335522

（アコライト） 4 7 1111 2 1 33 1144

剣道部 1 4 4 99 0 3 4 77 1166 3-2  小川宗馬 3-3　結城　考司

ゴルフ部 3 6 11 2200 7 7 2 1166 3366 3-2  関口貴宏

サッカー部 22 13 14 4499 16 9 14 3399 8888 3-4  西久保朗生
3-4  岡田琳太郎
3-4  山田麻陽

3-3  荒川琉晴 3-4 加藤凜己
3-3 須原隆弘
3-1 米谷優汰

2-1 服部堅至

山岳スキー部 1 9 5 1155 2 2 1 55 2200 3-1  渡邊大地 3-4  野間康太郎 3-4  本田英希 3-4  三島麟太郎 2-2　野口耀大 1-2　森田幸暉

水泳部 4 14 8 2266 14 5 8 2277 5533 3-4 田中琉太郎 3-4  栗原健太 3-3 花澤亜帆呂 3-2  長谷川綾 3-2  大山泰典 3-4  中津大慎

卓球部 24 12 5 4411 12 11 5 2288 6699 3-2　滝澤逞生 3-4　新井勝博
3-2　鈴木　悟
3-4　原島　匠

3-4 小林　駿
3-2  栗山宗卓
3-3  仙波来唯

2-1  平野昌木

庭球部 10 15 11 3366 11 17 10 3388 7744 3-4  戸田康太 3-1  植松希大 3-1  佐藤天飛 3-3  廣瀬 晴 3-3  原田 凌
3-2  栗山勇希
3-1  和泉有師

バスケットボール部 21 14 12 4477 10 8 5 2233 7700 3-2　荒井琉士 3-3　加来太雅 3-2　山田英楠 3-2　佐々木俊太 3-1  石原遼平 3-3　岡本　諒

野球部 6 20 15 4411 15 10 10 3355 7766 3-4　露﨑凱仁
3-1  頓所大暉
3-1  福原大河

3-4  藤本　倫
3-2  高橋拓歩
3-3  川端丈平

陸上競技部 13 2 3 1188 8 11 6 2255 4433 3-4  樋貝遼誠 3-3  出羽世周 2-3  佐藤吏玖士 3-1  梶山翔平 3-4  門脇克幸 3-4 上羽祐輔

釣り同好会 4 1 0 55 1 4 5 1100 1155 3-4  内本  海 3-3  平﨑太玖磨

合計（Ｂ） 109 110 88 330077 96 87 70 225533 556600

総計 174 164 140 447788 154 140 140 443344 991122

（中高一緒に活動）

（中高一緒に活動）

（中高一緒に活動）

一両日中に　　　LV0   --->  学友会  --->  学友会部員数16.xlsx   にご入力ください

学学友友会会入入部部届届　　集集計計

（中高一緒に活動）

（中高一緒に活動）

（中高一緒に活動）

（中高一緒に活動）

（中高一緒に活動）

２２００１１９９年年度度

※兼部の生徒も含まれます。なお、三役の呼称は、部・会により異なります。

（中高一緒に活動）

学
芸
部

運
動
部

（中高一緒に活動）

今月の聖句
“My grace is sufficient for you, for my power is made perfect in weakness.”

II Corinthians 12:9

We have been living more than a year in 
various stages of lockdown, emergency, short 
returns to “normalcy,” and then suddenly 
returning to life under restriction. It is all 

r a t h e r  t i r e s o m e .  We  w i s h  f o r  a  m o r e  s t a b l e , 
understandable, foreseeable future. But somehow, 
setbacks, confusion, and inconsistencies are prevalent. 
How do we deal with this kind of daily life?  Sometimes, 
it helps to look at how others experienced similar 
episodes. We have a resource to show us, that is, the 
Bible. In particular, if we recall the struggles of the 
Hebrews as they escaped from Egypt and trekked 40 
years in the wilderness back to their promised land. 
What we can see from this episode is that all along God's 
unfailing care was with them. The desert was surely a 
place of humbling and testing the people. But these 
hardships insured that the Hebrews would clearly see 
how much they depended on God's helping hand. God 
had not wanted to punish or test them, but their inability 
to follow God properly meant that some kind of 
discipline was needed. We are also loved, humbled and 
disciplined by God as we face our own “desert” 
situations, such as the long lasting effects of this 

pandemic. 
	 What about a more individual experience?  
Paul readily gives us many, but let's look at one in 
particular. In the Second Letter to the Corinthians, Paul 
mentions a burden that he carries with him constantly. 
He tries to rationalize the burden, even trying to connect 
it to his spirituality. He calls it a “thorn in the flesh” but 
we do not know exactly what it was. (Some scholars 
suggest he was actually crippled, or had a disease such as 
epilepsy or diabetes but we have no way of really 
knowing what that “thorn in the flesh” was for him.) We 
know that it was something bothering him deeply, 
enough that he asked God, at least three times, for relief 
from this burden. He has found no relief, but discovered 
something else that comforts him: his weakness actually 
serves God the best. “My grace is sufficient for you, for 
my power is made perfect in weakness.” Paul had 
learned that God's power is sufficient for his own life. 
Knowing this sufficiency greatly assured Paul. And, it 
can do the same for us. If we feel inadequate, if we feel 
lost in this continuing pandemic situation, we are 
confessing our weakness; but we need to tell this to God. 
If we tell him, through prayer, then He is able to fill us 

with His strength. Then, nothing that we are asked to do, 
including just bearing the burdens we carry, is beyond 
our ability. Believing that we are loved, humbled and 
disciplined by God when we face our own “desert” 
situations, just as the Hebrews did in the wilderness 
several thousand years ago, as well as knowing, as Paul 
found, that in our human weakness, we can use God's 
guiding hand, God's own strength; these give us the best 
and only way to meet and persevere during these 
difficult days. May God be with us!
Chaplain Mark Stahl
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立教池袋中高・広報室

神
様
に
お
願
い
す
る
な
ら
…

　

あ
る
将
棋
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で

の
一
幕
。

　
「
将
棋
の
神
様
に
お
願
い
で
き
る

こ
と
が
あ
る
と
し
た
ら
、
何
を
お
願

い
し
ま
す
か
？
」

　

複
数
の
棋
士
が
答
え
た
。

　
「
全
部
の
対
局
を
勝
ち
に
し
て
ほ

し
い
！
」

　
「
強
く
し
て
ほ
し
い
！
」

　
「
現
役
を
あ
と
三
十
年
！
」

最
後
に
指
名
さ
れ
た
藤
井
聡
太
七
段

（
当
時
）
が
次
の
よ
う
に
答
え
、
会

場
を
沸
か
せ
た
。

　「
せ
っ
か
く
将
棋
の
神
様
が
い
る

な
ら
、一
局
お
手
合
わ
せ
願
い
た
い
」

　

神
に
頼
る
者
と
神
に
挑
む
者
の
絶

対
的
な
差
を
感
じ
た
、
と
ネ
ッ
ト
で

コ
メ
ン
ト
す
る
人
も
い
た
。
両
者
の

決
定
的
な
違
い
は
、
神
を
引
き
寄
せ

る
か
神
に
近
づ
く
か
と
言
え
る
よ
う

だ
。

　

神
を
自
分
の
側
に
引
き
寄
せ
る
と

き
、
神
は
自
分
の
欲
を
叶
え
る
た
め

中
学
一
年
便
り

の
道
具
に
成
り
下
が
る
。
一
方
、
自

ら
が
神
に
近
づ
く
と
き
、
人
は
身
を

低
く
し
、
頭
を
垂
れ
る
。
神
が
ど
の

よ
う
な
お
方
な
の
か
を
謙
虚
に
知
る

過
程
と
な
る
。
神
を
知
り
、
そ
の
目

か
ら
自
分
を
見
る
こ
と
で
自
分
に
足

り
な
い
と
こ
ろ
を
知
る
こ
と
も
で
き

る
。

　

キ
リ
ス
ト
教
に
も
〝
御
心
に
聴

く
〟
と
い
う
表
現
が
あ
る
。
自
分
の

し
た
い
こ
と
ば
か
り
の
生
き
方
で
は

な
く
、
日
ご
と
に
神
に
近
づ
き
、
神

が
自
分
に
何
を
望
ん
で
お
ら
れ
る
の

か
を
静
か
に
聴
く
。
そ
の
よ
う
な
歩

み
の
先
に
立
教
生
ら
し
い
成
長
が
あ

る
と
信
じ
て
い
る
。
中
学
入
学
後
は

じ
め
て
の
夏
休
み
。
静
か
に
御
心
に

聴
き
、
日
常
を
見
直
す
。
飛
躍
の
カ

ケ
ラ
を
つ
か
み
、
中
期
に
ま
た
会
お

う
。

　「
主
の
御
心
が
何
で
あ
る
か
を
悟

り
な
さ
い
。」（

エ
フ
ェ
ソ
５
・
17
）

（
吉
田
清
典
）

高
校
時
代
の
変
化

　

今
年
度
か
ら
皆
さ
ん
に
英
語
を
教

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。　

私
に

と
っ
て
高
校
生
を
担
当
す
る
一
番
の

面
白
さ
は
、
あ
る
時
期
か
ら
何
ら
か

の
き
っ
か
け
に
よ
っ
て
大
き
な
成
長

を
遂
げ
る
生
徒
を
目
の
当
た
り
に
で

き
る
こ
と
で
す
。
こ
の
現
象
は
う
ま

く
説
明
で
き
な
い
の
で
す
が
、
少
し

胡
散
臭
い
言
葉
で
表
現
す
る
と
「
覚

醒
す
る
」
と
で
も
い
え
ば
い
い
で
し
ょ

う
か
。

　

授
業
中
に
そ
れ
ほ
ど
目
立
た
な

か
っ
た
生
徒
が
、ふ
と
し
た
瞬
間
に
、

英
語
の
発
音
を
滑
ら
か
に
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
り
、
エ
ッ
セ
イ
を
大
人

な
文
体
で
書
け
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、

英
文
解
釈
を
精
確
に
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
り
、
英
語
を
取
り
巻
く
文
化

社
会
や
学
問
分
野
に
関
心
を
示
す
よ

う
に
な
っ
た
り
、
積
極
的
に
質
問
を

す
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
問
題
で
得
点
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
り
、
今
ま
で
と
は
明
ら
か
に
違
う

姿
を
見
せ
る
場
面
が
あ
り
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
、こ
の
変
化
が
い
つ
、

高
校
一
年
便
り

だ
れ
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
訪
れ

る
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

卒
業
後
に
そ
う
し
た
生
徒
た
ち
に
話

を
聞
い
て
み
る
と
、
将
来
の
こ
と
を

考
え
る
、
あ
る
本
を
読
む
、
誰
か
と

接
す
る
、ど
こ
か
に
出
か
け
る
な
ど
、

何
ら
か
の
偶
発
的
な
出
来
事
や
出
逢

い
を
通
し
て
英
語
の
世
界
に
引
き
こ

ま
れ
、
自
分
に
意
識
の
変
化
が
も
た

ら
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
私
自
身
も

高
校
時
代
に
聴
い
た
音
楽
や
読
ん
だ

本
、
先
生
が
語
っ
て
く
れ
た
文
学
作

品
に
影
響
を
受
け
て
英
語
の
世
界
に

魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
私
が
よ
く
授
業

中
に
楽
し
そ
う
に
語
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
強
い

想
い
が
感
じ
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
と
き
に
そ
れ
は
皆
さ
ん
の
目
に

奇
妙
に
映
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
。

　

英
語
に
限
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
皆
さ

ん
が
高
校
生
活
で
体
験
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
出
来
事
や
何
気
な
い
行
為
に

よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
と
は
違
う
自
分

に
出
逢
え
た
と
き
は
、
自
分
が
新
し

い
世
界
へ
と
つ
な
が
る
貴
重
な
瞬
間

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。（綾

部
保
志
）

習
慣
化
の
効
能

　

一
年
の
半
分
が
過
ぎ
て
、
今
日
か

ら
夏
休
み
で
す
。
月
日
の
経
つ
の
は

本
当
に
早
い
も
の
で
、
す
。

さ
て
、
新
年
に
掲
げ
た
今
年
の
抱
負

や
前
期
は
じ
め
に
立
て
た
計
画
な
ど

順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
か
。

　

総
合
テ
ス
ト
中
に
、
近
く
の
幼
稚

園
の
前
を
通
っ
た
ら
、
玄
関
に
七
夕

の
飾
り
が
あ
り
、
短
冊
が
風
に
揺
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
子
ど
も
た

ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
願
い
事
が
書
か
れ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
だ
っ
た
ら
ど
ん
な
願
い
事

を
書
き
ま
す
か
。
勉
強
、ス
ポ
ー
ツ
、

将
来
の
夢
な
ど
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

ぞ
れ
の
願
い
事
が
叶
う
と
い
い
で
す

ね
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
願
っ
て
い

る
だ
け
で
は
叶
い
ま
せ
ん
。
何
事
も

努
力
が
必
要
で
す
。

　

世
の
中
に
は
大
し
た
苦
労
も
せ
ず

成
果
を
上
げ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
周
り
に
も
そ
ん
な
人
は
い

ま
せ
ん
か
。

中
学
ニ
年
便
り

　

実
は
そ
う
い
う
人
は
勉
強
や
ス

ポ
ー
ツ
の
習
慣
化
が
で
き
て
い
ま

す
。
歯
磨
き
が
毎
日
努
力
し
な
く
て

も
続
け
ら
れ
る
の
と
同
様
で
す
。

　

今
は
つ
ら
い
こ
と
で
も
習
慣
化
で

き
れ
ば
苦
も
な
く
継
続
で
き
る
よ
う

に
な
る
の
で
す
。
習
慣
化
は
早
け
れ

ば
三
週
間
で
身
に
つ
く
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

夏
休
み
の
間
、
自
分
の
目
標
に
向

か
っ
て
必
要
な
こ
と
を
習
慣
化
す
る

努
力
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
日
々
の

地
道
な
継
続
が
今
ま
で
不
可
能
だ
っ

た
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
く
鍵
で

す
。
長
い
期
間
を
有
効
に
活
用
で
き

る
よ
う
に
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。

（
山
口
弘
泰
）

ゴ
ー
ル
ド
バ
ッ
ハ

　

私
が
高
校
受
験
を
控
え
た
中
学
三

年
生
の
夏
ご
ろ
、
数
学
の
先
生
が
テ

ス
ト
範
囲
を
終
え
た
の
で
授
業
は
自

習
に
す
る
と
言
っ
た
。
そ
の
と
き
に

教
え
て
も
ら
っ
た
難
し
い
問
題
が

「
二
つ
の
素
数
の
和
で
表
せ
な
い
偶

数
は
あ
る
か
。
た
だ
し
２
を
除
く
」

だ
っ
た
。

　

い
く
つ
か
例
を
考
え
て
み
る
と
、

ま
ず4=2+2

、6=3+3

、
…
、12=5+7

、

と
表
せ
て
し
ま
う
。
で
は100

は
ど
う

な
る
か
、3+97

、11+89

、17+83

な
ど

と
た
く
さ
ん
出
て
く
る
。
因
み
に
１

は
素
数
で
は
な
い
の
で
、
２
を1+1

と
は
で
き
な
い
。100

ま
で
考
え
れ

ば
一
つ
ぐ
ら
い
す
ぐ
に
見
つ
か
り
そ

う
な
気
が
し
た
の
で
、
攻
撃
を
続
け

た
が
中
々
見
つ
か
ら
な
い
。300

を

超
え
始
め
る
と
今
度
は
使
う
数
字
が

「
素
数
」
で
あ
る
か
ど
う
か
を
調
べ

る
こ
と
が
面
倒
に
な
っ
て
き
た
。
も

う
そ
の
辺
り
で
薄
々
「
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
」と
思
い
始
め
た
。
つ
ま
り
、

中
学
三
年
便
り

「
２
以
外
の
す
べ
て
の
偶
数
は
二
つ

の
素
数
の
和
で
表
せ
る
」
と
。

次
に
、
攻
め
方
を
変
え
て
「
二
つ
の

素
数
の
和
で
表
せ
な
い

4

4

4

4

偶
数
ｎ
が

あ
っ
た
と
仮
定
す
る
。
す
る
と
…
」

と
矛
盾
を
示
す
や
り
方
で
攻
撃
を
始

め
て
み
た
。
し
か
し
、
ま
た
も
や
す

ぐ
に
「
素
数
」
の
壁
に
ぶ
ち
当
た
っ

た
。
整
数
に
関
す
る
根
本
的
な
真
理

を
前
に
し
て
戦
略
的
撤
退
を
決
め

た
。気
に
な
っ
て
調
べ
て
み
た
ら「
答

え
の
な
い
問
い
」だ
っ
た
。
つ
ま
り
、

そ
う
い
う
偶
数
が
あ
る
か
も
知
れ
な

い
し
、
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ

誰
も
説
明
し
き
れ
な
い(

証
明
で
き

な
い)

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　

義
務
教
育
も
終
わ
り
か
け
の
君
た

ち
が
「
自
分
の
進
路
」
と
い
う
答
え

の
な
い
問
い
に
ど
う
取
り
組
む
の

か
。
が
む
し
ゃ
ら
に
進
ん
だ
り
、
一

旦
立
ち
止
ま
っ
て
周
り
を
見
渡
し
た

り
、
白
旗
を
挙
げ
て
助
け
を
求
め
た

り
、
日
本
か
ら
海
外
へ
戦
略
的
渡
航

も
あ
り
か
も
知
れ
な
い
。
夏
休
み
を

利
用
し
て
色
々
と
考
え
る
時
間
を
つ

く
っ
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

（
伊
藤　

俊
）

冷
静
な
修
養

　

七
月
と
い
え
ば
、
七
夕
の
行
事
が

報
道
さ
れ
、
花
火
が
巷
を
に
ぎ
わ
せ

ま
す
。
一
年
に
一
度
二
人
が
出
会
う

た
め
に
は
、
舟
に
見
立
て
た
半
月
の

存
在
が
必
要
な
の
だ
が
、
太
陰
暦
な

ら
ば
七
月
七
日
に
は
必
ず
半
月
（
上

弦
の
月
）
が
見
え
て
い
ま
す
。
現
行

暦
で
は
そ
う
も
い
き
ま
せ
ん
。
昔
な

ら
半
月
が
あ
っ
て
も
天
の
川
の
光
ま

で
消
し
去
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
五
〇
年
前
に
は
、
国
内
で

小
笠
原
が
真
の
暗
闇
を
体
験
で
き
る

最
後
の
地
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
ど
う
せ
な
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
、
暗
闇
を
よ
び
も
ど
し
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

　

五
月
の
皆
既
月
食
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
外
出
自
粛
中

で
も
多
く
の
人
が
月
食
観
望
を
し
て

い
て
、
星
空
へ
の
関
心
が
衰
え
て
い

な
い
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
し

た
。

　

制
度
が
変
化
し
た
り
、
社
会
の
状

高
校
ニ
年
便
り

況
が
変
わ
っ
て
、
本
来
の
姿
で
伝
え

ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
り
、
見
え
な
く

す
る
障
害
が
で
て
き
た
り
し
ま
す

が
、
惑
わ
さ
れ
な
い
た
め
の
地
道
な

修
養
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

意
味
で
こ
の
前
期
は
た
だ
ひ
た
す
ら

授
業
に
明
け
暮
れ
有
意
義
な
も
の
で

し
た
。
高
二
年
生
も
続
々
と
、
英
検

二
級
一
次
合
格
者
が
出
、
物
理
基
礎

で
も
沈
没
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
夏
は
宇
宙
一
の
人
気
を
誇
る

土
星
が
観
望
の
好
期
を
迎
え
、
上
旬

に
は
新
月
で
流
星
が
楽
し
め
そ
う
で

す
。
い
ろ
い
ろ
な
感
動
を
得
る
機
会

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
感
じ

取
る
た
め
の
冷
静
な
修
養
を
積
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
。

（
宇
津
木
千
秋
）

選
考
の
条
件

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
選
考
が
佳
境

を
迎
え
、
悲
喜
こ
も
ご
も
の
人
間
ド

ラ
マ
が
見
え
隠
れ
す
る
（
七
月
一
日

現
在
の
話
）。
陸
上
男
子
１
０
０
ｍ
、

九
秒
台
が
五
人
も
い
る
の
は
、
か
の

ジ
ャ
マ
イ
カ
に
匹
敵
す
る
層
の
厚
さ

と
聴
い
て
驚
く
ば
か
り
。
ふ
た
昔
前

な
ら
考
え
ら
れ
な
い
時
代
と
な
っ

た
。

　

一
発
勝
負
の
決
定
戦
は
明
快
で

あ
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
割
り
切
れ

な
い
難
し
さ
も
あ
っ
た
と
思
う
。

１
０
０
ｍ
も
２
０
０
ｍ
も
二
位
に

な
っ
た
選
手
が
「
何
で
や
ね
ん
！
」

と
は
言
わ
な
い
と
思
う
が
、
一
発
勝

負
の
舞
台
で
立
派
な
結
果
を
出
し
た

こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。
三
位
と
四

位
の
差
は
わ
ず
か
百
分
の
一
秒
。
代

表
に
な
れ
な
い
二
位
の
選
手
が
出
て

い
な
け
れ
ば
と
考
え
る
の
は
私
だ
け

か
。

　

以
前
に
は
マ
ラ
ソ
ン
代
表
の
選
考

方
法
に
つ
い
て
物
議
を
醸
し
た
こ
と

高
校
三
年
便
り

も
あ
る
。

　

標
準
タ
イ
ム
や
勝
ち
負
け
な
ど
、

選
考
が
見
え
る
形
で
表
れ
る
競
技
な

ら
ま
だ
し
も
、
思
い
を
噛
み
殺
し
な

が
ら
涙
を
流
し
た
ア
ス
リ
ー
ト
も
い

た
と
想
像
す
る
。

　

世
に
選
考
の
た
め
の
条
件
は
数
々

あ
れ
ど
、
与
え
ら
れ
た
条
件
が
自
分

に
と
っ
て
プ
ラ
ス
な
の
か
マ
イ
ナ
ス

な
の
か
は
結
果
で
し
か
判
断
で
き
な

い
。
条
件
の
矛
盾
に
ボ
ヤ
キ
な
が
ら

戦
う
よ
り
も
、
こ
れ
ぞ
チ
ャ
ン
ス
の

プ
ラ
ス
思
考
で
戦
う
こ
と
の
方
が
間

違
い
な
く
結
果
は
良
さ
そ
う
な
気
が

す
る
。

　

貴
方
に
与
え
ら
れ
た
幾
多
の
選
考

条
件
、
戦
う
前
に
抜
け
道
ば
か
り
探

し
て
い
る
よ
う
で
は
代
表
に
は
な
れ

ま
せ
ん
よ
！

（
増
田　

毅
）


